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大径プレミアムジョイントの高生産性製造技術

High Productivity Manufacturing Technology for Large Diameter 
Premium Joints

1． はじめに

　JFEスチール知多製造所では，大径サイズの JFELION ®を

主とするプレミアムジョイントの製造ラインを新設した。一
般的に大径ねじ用の製造ラインは設備が大型化し
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　そこで新規設備導入にあたり，切削中のクーラント液の噴
射方法を見直すことにより，ツール寿命の延長を図った。
クーラントには，ツールの温度上昇を防ぎつつ，切粉の排出
を促し，高負荷加工時のツールの強度低下を防ぐ役割があ
る。本開発では図 3に示すとおり，クーラント液を 4 MPa

以上の圧力で噴射させることで切粉カール径を制御し，か
つすくい面用に専用ノズルを設けることで切粉の方向を制御
し，切削抵抗の削減に努めた。同時に工具のすくい面から
だけでなく，逃げ面からもクーラントを噴射することで冷却
効果を増加させ，ツール寿命の大幅向上を実現し生産性向
上に寄与した（図 4）。
　また，切削時間を短縮するため，シール部の切削ツール
を改善した。上述したようにシール部は厳しい表面粗さ規定
があるため，通常の市販の刃物では送り速度を上げることが
難しい。そこで専用の工具を開発した。図 5に示すように
工具先端の円弧に続いて直線部があり，それに連なる第二
円弧を有するワイパー型の切削工具を開発した。この直線
部により，通常の円弧のみの先端部でできる凹凸部を切削
し，透 é


